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次回予定 

当日朝 7時の天気予報で降水確率 50％を

超える場合中止します。 

 

○目黒川太鼓橋と桜 2016-4-7（水） 
ＪＲ山の手線目黒駅中央改札口 10時集合 

 

目黒川は最近梅の名所として有名になりつ

つある。太鼓橋は歌川広重の「名所江戸百

景」にも描かれているがそれは冬景で当時

の橋は石造りだった。この橋のたもとに「太

鼓うなぎ」という庶民的な料亭があって、梅

の時期には川沿いに設置されたボンボリ行

燈の灯りで夜桜を眺めながら蒲焼きで一杯

なんていう楽しみがあった。残念ながら今

はこの店もなくなってしまい、太鼓鰻の蒲焼

きを愉しむことはできなかった。スケッチの

後は近くの蕎麦屋がいいだろう。 

  

 

  

スケッチ会の実施報告と次回予定   
事業部 一柳 幸 

 
2016-1-27（水）上野両大師 

天気晴朗で日の光も和やかな一日だっ

た。上野駅から徒歩7～8分の処に、このよ

うな静かな佇まいの寺があるのをあまり知

られていないようだ。この日境内は人もま

ばらで落ち着いた雰囲気だった。2 月 3 日

の節分の日が近づいているからその旗が

何本も立っている。その日は多分参詣の

人も多いであろう。本堂前の桜の古木が素

晴らしい。「御車返しの桜」という名だそう

で京都にゆかりがあるようだ。芽がだいぶ

膨らんでいる。今日は大変良いスケッチ日

和だった。 

  

 

 

 

  

2016-2-10(水) 浅草寺雷門  

この日太陽は照っていても風の冷たい

寒い一日でした。雷門を描くにはビルの陰

で寒すぎる状態なので日当たりの良い所

を求めてそれぞれ境内に散った次第。とこ

ろで何とこの浅草にも「爆買い」の外人が

多く、チャイナ語が多く飛び交ってオドロキ

である。こちとらもっぱら「爆筆」と行こうと描

きまくるのだった。浅草寺本堂の偉容も素

晴らしいが山門の堂々たる構えに引かれ

て筆を運ばせてみた。が、難しい題材であ

る。筆を置いてから有志数人で神谷バー

の電気ブランで合評会となった、有終の美

でした。 

 
支
部
だ
よ
り 

ながらこれまでさんざが池を何度もスケッチ

したが、此の池の雨の風景をまだ見たこと

がない。どんな風景かなと想像したらどうし

ても見たくなって単独で出掛けて現場を見

ることにした。現地に来た時は既に雨だっ

た。晴れた日には見られぬ雨の水面の面

白さ、池の周辺の木立や梢に光る水滴、そ

して遠方の雑木林の雨にけぶる風情、晴れ

た日には見られない情景がそこに在る。3

月とはいえ寒い日である。まさしく氷雨のさ

んざが池である。絵描きにとってはこれまた

良い題材であろう。管理事務所のヴェラン

ダの軒下で一筆スケッチして帰路に就いた

次第。過去、何回かさんざが池をスケッチし

て恒例だったのが大船駅前の観音食堂で

杯を交わしながらの親睦画評会だった。今

日は単独だから独盃でうまい魚料理を、と

狙ったのだが水曜日は定休というので残

念、お預けとなってしまった。さんざが池は

春夏秋冬いつ訪れてもスケッチに良い対象

である。都会から近いところに在りながら 

 

初
め
て
の
支
部
展
で
あ
り
不
安
も
あ
っ
た
が

本
部
及
び
支
部
会
員
の
協
力
の
も
と
無
事
終

了
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
確
保

が
当
初
五
月
の
予
定
が
三
月
と
な
り
早
め
の

開
催
と
な
っ
た
。 

支
部
会
員
八
名
が
手
分
け
を
し
て
出
品
者

の
募
集
を
行
い
十
六
名
の
出
品
者
を
確
保
す

る
こ
と
が
出
来
、
賛
助
出
品
者
を
含
め
二
十
名

と
な
っ
た
。
出
品
点
数
は
小
品
を
含
め
四
十
七

点 

で
あ
っ
た
。 

本
展
出
品
者
や
県
展
出
品
者
の
力
作
が
出

品
さ
れ
、
抽
象
画
か
ら
具
象
画
、
水
彩
、
油

彩
、
ア
ク
リ
ル
画
な
ど
多
彩
で
中
味
の
濃
い
展

示
内
容
と
な
っ
た
。
又
賛
助
作
品
が
展
示
内
容

に
厚
み
を
も
た
ら
し
た
。
第
一
回
目
の
支
部
展

と
は
思
え
な
い
と
の
感
想
も
聞
か
れ
た
。 

天
候
が
す
ぐ
れ
な
い
日
々
で
あ
っ
た
が
、
ト

ー
タ
ル
来
場
者
は
四
五
七
名
、
一
日
平
均
九

二
名
と
ま
ず
ま
ず
の
来
場
数
で
あ
る
。
文
化
セ

ン
タ
ー
に
は
五
つ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
り
同
時

に
各
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
会
が
開
か
れ
、
相
乗

効
果
も
あ
っ
た
。
又
新
聞
掲
載
の
効
果
も
大

で
、
新
聞
を
見
て
の
来
場
者
も
多
か
っ
た
。 

入
場
者
の
感
想
は
概
ね
好
評
で
、
本
展
へ
の

出
品
希
望
者
、
支
部
へ
の
入
会
希
望
者
も
あ
り

今
後
に
期
待
が
持
て
る
状
況
と
な
っ
た
。 

 

京
都
支
部
展
を
終
え 
 

北
口
夢
石 

  

第
二
十
三
回
新
日
美
京
都
支
部
展
を
平
成

二
十
八
年
三
月
十
六
日
（
水
）
か
ら
三
月
二

十
日
（
日
）
京
都
府
京
都
文
化
博
物
館
で
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
絵
画
の
部
が
十
名
三
十
三

点
、
工
芸
の
部
が
四
名
二
十
点
、
三
月
十
五

日
（
火
）
正
午
か
ら
搬
入
飾
付
で
業
者
の
方
二

名
に
設
置
を
依
頼
し
て
、
支
部
会
員
全
員
で

飾
付
を
終
え
ま
し
た
。 

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
こ
れ
迄
は
工
芸
部

私
一
人
で
淋
し
か
っ
た
で
す
が
、
お
陰
様
で
陶

芸
二
名
、
木
工
芸
一
名
、
箔
工
芸
一
名
と
四

名
に
な
り
、
飾
り
映
え
も
し
て
、
絵
画
部
門
と

共
に
鑑
賞
下
さ
る
方
々
に
御
満
足
頂
け
る
事

と
存
じ
ま
し
た
。
会
期
中
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
一
日
平
均
百
三
十
名
以
上
、
最
終
日
は

百
六
十
名
と
七
百
名
近
く
の
方
々
に
鑑
賞
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

当
番
の
方
は
朝
の
開
錠
夕
の
閉
場
と
責
任

を
持
っ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
会
員
は
代
わ
り
代

わ
り
に
毎
日
顔
を
出
し
て
、
御
来
場
の
方
と

面
談
再
会
を
楽
し
み
、
次
な
る
作
品
に
意
欲

を
燃
や
し
て
お
り
ま
す
。 

 

最
終
日
は
午
後
三
時
に
閉
会
、
全
員

で
後
始
末
を
終
え
控
室
に
て
平
成
二
十

八
年
度
定
期
総
会
を
開
き
、
事
業
報

告
、
会
計
報
告
、
事
業
計
画
、
予
算
計

画
、
他
諸
々
の
事
項
等
、
飯
村
事
務
局

長
と
支
部
会
員
の
ご
尽
力
で
恙
な
く
終

え
、
来
年
の
巡
回
展
で
本
部
の
方
の
お

働
き
を
学
び
、
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
け

る
事
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
居
り
ま

す
。 他

の
支
部
会
員
の
方
々
も
早
春
の
京

都
に
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す
様
お

待
ち
し
て
居
り
ま
す
。 
  

 

地元下野新聞により大々的に報道された 

課
題
と
し

て
は
新
日
美

の
知
名
度
ア
ッ

プ
、
支
部
会

員
の
二
十
名

確
保
と
小
品

展
な
ど
含
め

定
期
的
な
展

覧
会
の
実
施

で
あ
る
。 

最
後
に
本

部
及
び
各
委

員
の
皆
様
方

の
ご
援
助
に

深
く
感
謝
申

し

上

げ

ま

す
。 

 

 

第
一
回
支
部
展
報
告 

 

栃
木
支
部
長 

増
野 

喬 

幽玄な余情がある。是非またスケッチブックを

持って一筆走らせたいものである。 

2016-3-9（水）鎌倉さんざが池 

朝の天気予報では降水確率 80％との

ことだから当然のこと中止である。しかし

ながら 

 


